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練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文　化　財　係）
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〒17　6　－　8　5　01

練馬区豊玉北6－12－1

芸
術
鑑
賞
会
　
特
別
企
画

練
馬
郷
土
凄
侮

れ

　

う

　

ま

　

屋

十
人
化
封
を
蓋
し
J
呈
」
み
ま
せ
ん
か
1
一

文
化
財
保
護
関
係
事
業
の
お
知
ら
せ

練
馬
区
に
伝
わ
る
江
戸
の
祭
り
嚇
子
や
祭
礼

で
行
わ
れ
る
里
神
楽
を
演
じ
ま
す
。
「
ふ
る
さ

と
ね
り
ま
」
を
伝
え
る
芸
能
を
こ
の
機
会
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
と
き
　
二
月
二
五
日
（
日
）

午
後
二
時
か
ら
四
時

（
午
後
一
時
三
〇
分
開
場
）

文
化
財
講
座

文
化
財
の
楽
し
み
方
－
野
外
編
－

歴
史
あ
る
寺
社
や
路
傍
に
立
、
つ
石
造
物
な
ど
、

普
段
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
財
が
ま
ち

の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
そ

の
土
地
の
生
活
や
歴
史
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く

れ
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
野
外
に
あ
る
文
化
財
の

見
方
を
学
習
し
、
土
地
と
の
関
わ
り
な
ど
を
調

べ
、
文
化
財
が
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
解
く

こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
座
は
二
日
制
で
、
文
化
財
の
見
方
や
調
べ

方
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
見
学
実
習
の
コ
ー

ス
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
コ
ー
ス
沿
い
の
文
化

財
や
歴
史
に
つ
い
て
各
自
で
事
前
調
べ
を
し
て

い
た
だ
き
、
バ
ス
で
鎌
倉
市
に
行
き
各
コ
ー
ス

ご
と
に
探
訪
し
ま
す
。

○
と
き
　
講
義
　
　
三
月
一
日
（
木
）

午
前
一
〇
時
か
ら
二
時
四
〇
分

見
学
実
習
　
三
月
八
日
（
木
）

午
前
七
時
三
〇
分
か
ら
午
後
五
時

○
会
場
　
講
義
　
練
馬
区
役
所
本
庁
舎
会
議
室

見
学
実
習
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市

○
定
員
　
四
九
名
（
抽
選
）

○
重
用
　
保
険
料
五
〇
円
、
鎌
倉
で
の
入
館
料

等
は
各
自
負
担

○
申
込
み
　
二
月
一
一
日
号
ね
り
ま
区
報
を
ご

覧
下
さ
い
。

○
問
合
せ
　
区
役
所
内
文
化
財
係

郷
土
資
料
室
特
別
展
開
催

「
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
史
」

○
と
こ
ろ

○
内
容

練
馬
公
民
館
ホ
ー
ル

二
〇
世
紀
は
激
動
の
時
代
で
、
こ
ど
も
た
ち

の
世
界
も
ま
た
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
別
展
で
は
二
〇
世
紀
を
中
心
と
し

て
、
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
史
に
つ
い
て
、
学
校

生
活
や
遊
び
、
読
み
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

か
ら
紹
介
し
ま
す
。

○
場
所
　
練
馬
区
郷
土
資
料
室

石
神
井
台
一
－
一
六
1
三
一

（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

璽
二
九
九
六
－
〇
五
六
三

〇
と
き
　
三
月
二
日
（
日
）
か
ら

五
月
六
日
（
日
）
ま
で

午
前
九
時
～
午
後
五
時

※
月
曜
日
、
三
月
二
三
日
（
金
）
、
四
月
二
七

日
（
金
）
、
五
月
四
日
（
金
）
　
は
休
館

祭
り
暁
子
八
丁
堀
三
吉
嚇
子
（
大
根
種
蒔
）

石
神
井
雌
子
（
寿
獅
子
）

（
土
支
田
、
石
神
井
地
域
に
伝
わ
る
嚇
子
）

里
神
楽
（
七
福
神
）

相
模
流
里
神
楽
萩
原
正
義
社
中

（
明
治
は
じ
め
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
）

○
定
員
　
三
〇
〇
名
　
無
料

○
申
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
①
郷
土
芸
能
（
ね
り
ま
座
）

②
住
所
⑨
氏
名
④
年
齢
⑤
希
望
人
数
（
ハ
ガ

キ
1
枚
に
2
名
ま
で
）
を
記
入
の
う
え
二
月

一
五
日
（
必
着
）
ま
で
に
左
記
へ

0
問
合
せ
・
申
込
み
先
　
練
馬
公
民
館

〒
一
七
六
－
〇
〇
一
二
豊
玉
北
六
－
八
－
一

撃
二
九
九
一
－
一
六
六
七
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遥
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中
敷
即
☆

練
馬
区
に
は
伝
統
工
芸
の
工
房
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
区
内
で
営
£
れ
て
い
る
伝
統
工
芸
の

中
か
ら
、
東
京
手
描
友
禅
、
江
戸
刺
繍
、
東
京

額
縁
の
三
業
種
に
つ
い
て
、
二
月
二
七
日
に

工
房
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
四
〇
名
の
区
民
の
方
が
参
加
し
、
午

前
中
に
練
馬
区
伝
統
工
芸
会
会
員
の
佐
々
木
道

行
氏
（
友
禅
）
、
江
上
芳
子
氏
（
刺
繍
）
、
安
斎

正
男
氏
（
額
縁
）
の
講
義
を
区
役
所
で
受
け
、

各
工
芸
の
歴
史
や
技
術
を
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が

ら
学
び
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
三
か
所
に
分

か
れ
て
工
房
を
訪
問
し
、
制
作
技
術
や
作
品
を

見
学
し
ま
し
た
。
制
作
に
要
す
る
材
料
や
道
具

の
説
明
を
は
じ
め
、
作
品
が
完
成
す
る
ま
で
の

一
連
の
工
程
を
じ
か
に
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。受
講
者
か
ら
は
「
素
晴
ら
し
い
も
の
に
直
接

触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
」
、

「
今
後
も
こ
う
し
た
事
業
を
続
け
て
欲
し
い
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
を

通
し
て
、
区
内
の
伝
統
工
芸
へ
の
理
解
が
深
ま

り
、
伝
統
工
芸
に
携
わ
っ
て
い
る
技
術
者
の
心

意
気
が
区
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。
次
に
、
今
回
の
講
座
か
ら
東
京
手
描
友
禅
に

つ
い
て
の
佐
々
木
通
行
氏
の
講
義
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

手
稲
友
禅
の
慶
史

手
描
友
禅
は
衣
裳
文
化
の
推
移
の
な
か
で
、

京
都
の
洛
東
、
知
恩
院
門
前
に
住
ん
で
い
た
扇

絵
師
の
宮
崎
友
禅
斎
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
友
禅
嘉
は
一
六
五
四
年
に

生
ま
れ
二
九
歳
で
扇
絵
を
描
き
、
染
色
に
手
を

付
け
た
の
が
三
四
歳
の
時
で
し
た
。
以
後
四
三

歳
頃
ま
で
が
染
色
に
お
け
る
活
躍
期
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

室
町
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
「
辻
が
花
染

め
」
が
生
ま
れ
、
色
々
な
模
様
が
江
戸
時
代
へ

と
続
き
「
桃
山
模
様
L
以
降
「
慶
長
模
様
し
、

「
寛
文
模
様
」
、
「
元
禄
模
様
」
　
へ
と
展
開
し

ま
し
た
。
「
慶
長
模
様
」
は
総
模
様
の
豪
華
な

も
の
で
、
「
寛
文
模
様
」
は
肩
裾
模
様
で
大
柄

な
も
の
が
多
く
、
ぞ
れ
ら
の
作
品
は
一
六
五
七

年
の
江
戸
振
袖
火
事
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
後
、
間
に
合
わ
せ

の
た
め
に
簡
略
化
さ
れ
た
模
様
が
生
ま
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
和
年
間
（
一
六
八
一
～
八
四
）
に
華
美
な

衣
服
を
慎
む
よ
う
幕
府
禁
令
が
出
さ
れ
、
友
禅

染
め
を
生
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
「
元

禄
模
様
し
の
流
行
は
江
戸
町
人
の
文
化
が
隆
盛

を
迎
え
た
時
期
で
、
友
禅
染
め
に
よ
る
技
術
の

改
良
が
な
さ
れ
、
色
々
な
技
法
や
文
様
の
組
合

せ
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
は
「
茶
屋
染
め
」
、
「
憲
法
染
め
」
、
「
御
所

染
め
」
、
「
腱
染
め
」
等
の
様
々
な
染
色
が
生

ま
れ
、
京
都
が
そ
の
中
心
で
し
た
。
友
禅
染
め

も
こ
れ
ら
の
染
色
の
一
つ
で
江
戸
時
代
に
記
さ

れ
た
「
源
氏
ひ
い
な
か
た
」
に
「
肩
の
み
か
小

袖
に
も
は
や
る
友
禅
染
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
六
八
八
年
に
「
友
禅
ひ
い
な
か
た
し
が

刊
行
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
「
友
禅
染
」
の
名
称
が

一
般
化
し
ま
し
た
。

東
京
子
猫
友
禅
の
発
盈

手
描
友
禅
は
一
八
〇
〇
年
代
の
前
半
頃
に
は

江
戸
で
も
盛
ん
に
な
り
、
当
時
、
浅
草
見
附
、

日
本
橋
、
神
田
に
京
都
か
ら
模
様
絵
師
が
移
り

住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
下
町
の

浮
世
絵
師
な
ど
に
手
措
友
禅
の
技
法
を
伝
承
し

た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
水
元
（
友
禅
流
し
）
を

す
る
た
め
に
（
友
禅
は
水
の
芸
術
と
も
い
う
）

隅
田
川
、
神
田
川
な
ど
の
水
利
の
よ
い
場
所
で

発
展
し
ま
し
た
。
よ
り
き
れ
い
な
水
を
求
め
て

上
流
へ
と
移
り
、
早
稲
田
、
落
合
へ
と
拡
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

戦
後
経
済
の
復
興
に
伴
っ
て
着
物
の
需
要
も

復
活
し
、
当
時
弟
子
入
り
し
た
職
人
達
が
独
立

し
て
地
水
の
良
い
練
馬
区
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

昭
和
四
〇
年
代
か
ら
は
多
く
の
友
禅
師
が
練
馬

区
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
手
稲
友
禅
の
倒
倖
玉
食

友
禅
染
め
の
制
作
工
程
は
、
次
の
順
序
で
進

め
ら
れ
ま
す
。

「
草
稿
L
　
（
下
書
き
）
、
「
図
案
」
、
「
自
生
地

下
湯
の
L
L
、
「
墨
打
ち
L
　
（
寸
法
を
と
る
）
、

「
裁
断
」
、
「
仮
絵
羽
L
　
（
仮
縫
い
）
、
「
下
絵

措
」
　
（
原
図
に
基
づ
き
藍
花
で
線
描
き
）
、

「
糸
目
糊
」
　
（
細
い
線
で
下
絵
の
上
に
糊
を
置

く
）
、
「
糸
目
地
入
れ
」
、
「
友
禅
の
色
挿
し
」
、

「
空
蒸
し
L
　
（
九
〇
度
以
上
の
蒸
窯
で
五
〇
分

位
蒸
す
）
、
「
糊
伏
せ
」
　
（
防
染
の
た
め
模
様

全
体
に
糊
伏
せ
を
す
る
）
、
「
地
色
染
め
」
、

「
蒸
し
し
、
「
水
元
」
　
（
友
禅
流
し
、
防
染
糊

を
洗
い
流
す
）
、
「
仕
上
げ
」
　
（
金
箔
や
補

色
）
、
「
湯
の
L
L
　
（
布
を
蒸
気
に
あ
て
、
し

わ
を
伸
ば
す
）
、
「
刺
繍
」
、
「
し
み
抜
き
」

（
補
整
）
、
「
湯
の
L
L
、
「
紋
入
れ
」
、
「
仕

立
て
」
を
行
い
出
来
上
が
り
ま
す
。

二
〇
以
上
の
工
程
を
経
て
、
大
変
な
手
間
と

労
力
を
か
け
て
完
成
と
な
り
ま
す
。
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石
神
井
城
跡
発
掘
調
査
速
報

昨
年
一
一
月
三
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
の
八
日
間
、

都
立
石
神
井
公
園
内
の
石
神
井
城
跡
を
発
掘
調
査
し

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
平
成
一
〇
年
度
か
ら
、

史
跡
の
保
護
を
目
的
に
空
堀
や
土
塁
が
比
較
的
良
く

残
っ
て
お
り
、
城
の
中
心
部
分
と
推
定
さ
れ
て
い
る

主
部
（
曲
郭
）
　
の
学
術
構
造
解
明
調
査
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

発
掘
作
業
は
公
募
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
担
当
し
て
い
ま
す
。
調
査
現
場
は
、
文
化
財
を
一

斉
公
開
す
る
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
、

二
月
二
日
土
曜
日
の
「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
〇
」
で
公
開
し
、
千
八
百
名
あ
ま
り
の
皆
様

に
見
学
し
て
い
た
だ
▲
y
L
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
出
土
品
の
整
理
作
業
を
実
施
し
て
お
り
、

来
年
度
刊
行
予
定
の
発
掘
報
告
書
で
成
果
報
告
の
予

定
で
す
。
今
回
は
、
調
査
概
要
を
速
報
し
ま
す
。

e
調
査
の
場
所

石
神
井
台
一
丁
目
一
八
番
、
都
立
石
神
井
公
園
内

の
三
宝
寺
弛
南
側
台
地
が
城
跡
で
す
。
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
地
点
は
、
氷
川
神
社
の
東
側
、
樹
林
地
を

挟
ん
で
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た
場
所
で
す
。
堀
と
土

塁
で
囲
ま
れ
た
内
側
の
二
か
所
を
発
掘
調
査
し
ま
し

た
。
土
塁
の
内
側
際
を
四
メ
ー
ト
ル
四
方
で
発
掘
し
、

城
が
廃
棄
さ
れ
て
か
ら
堆
積
し
た
土
塁
が
崩
れ
た
土

な
ど
を
慎
重
に
掘
り
下
げ
、
元
の
土
塁
の
範
囲
や
築

き
方
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
行
い
ま
し
た

（
試
掘
坑
1
）
。
も
う
一
か
所
は
、
内
郭
の
平
坦
な

部
分
の
中
央
、
や
や
北
寄
り
に
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル

幅
四
メ
ー
ト
ル
で
発
掘
範
囲
を
設
定
し
、
郭
内
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
建
物
跡
や
地
下
室
な
ど
、
城

の
付
属
施
設
を
確
認
す
る
目
的
で
調
査
し
ま
し
た

（
試
掘
坑
2
）
。

¢
発
見
さ
れ
た
遺
構

試
掘
坑
1
は
、
平
成
一
一
年
に
同
じ
地
点
の
一
部

を
試
掘
し
、
土
塁
の
崩
れ
た
状
況
な
ど
を
把
捉
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
試
掘
範
囲
を
拡
げ
て
、

土
塁
際
の
築
造
構
造
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。
地
表

か
ら
平
均
で
約
一
．
二
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ
た
と
こ

ろ
で
、
固
く
踏
み
固
め
ら
れ
た
赤
土
（
関
東
ロ
ー
ム

層
）
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
の
土
層
は
黒
土
と
赤

土
が
混
ざ
っ
た
も
の
で
、
土
の
色
や
固
さ
に
よ
り
五

つ
の
土
層
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
人
為
的
に
盛
り
上

げ
た
層
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
固
め
ら
れ
た
赤

土
層
の
下
を
部
分
的
に
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
固
く

締
ま
っ
た
黒
土
層
が
五
i
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

厚
さ
で
堆
積
し
、
そ
の
下
が
自
然
堆
積
層
の
褐
色
土

層
、
関
東
ロ
ー
ム
層
で
し
た
。

一
五
～
六
世
紀
の
初
め
に
築
か
れ
た
八
王
子
市
滝

山
城
の
発
掘
調
査
で
も
、
土
塁
の
基
底
部
分
に
ロ
ー

ム
層
を
敷
き
つ
め
、
固
め
て
い
た
跡
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
石
神
井
城
で
も
同
様
な
土
木
工
事
に
よ
っ

て
土
塁
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
今
回
の
調
査
か
ら

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
塁
の
盛
土
や
崩
れ
た
土

に
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
さ
な
石
が
混

じ
っ
て
い
た
だ
け
で
、
積
み
右
や
葺
石
な
ど
は
発
見

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
跨
み
固
め
ら
れ
た
層
を
丁
寧
に

観
察
す
る
と
大
小
一
三
個
の
穴
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
範
囲
だ
け
で
は
穴
の
配
列
の
全
体
が
把
握
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
柱
穴
や
杭
の
跡
で
あ
る
の
か
な
ど
、

今
後
の
調
査
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

試
掘
坑
2
は
、
地
表
か
ら
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
自
然
堆
積
の
褐
色
土
層
と
な
り
ま
す
。
城
が
使

わ
れ
て
い
た
当
時
の
地
表
面
を
確
認
し
よ
う
と
努
力

し
ま
し
た
が
、
城
廃
絶
後
の
耕
作
や
木
根
な
ど
に

よ
っ
て
、
著
し
く
土
層
が
撹
乱
さ
れ
て
お
り
、
褐
色

土
層
面
ま
で
掘
り
下
げ
て
の
遺
構
検
出
と
な
り
ま
し

た
。
発
見
さ
れ
た
穴
は
大
小
計
五
八
個
で
す
が
、
配

列
や
穴
に
詰
ま
っ
て
い
る
土
の
類
似
性
な
ど
か
ら
は
、

建
物
跡
と
明
確
に
は
認
識
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
の
調
査
で
各
穴
を
掘
り
下
げ
て
、
詳
細
な
検
討
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑳
出
土
し
た
遺
物

試
掘
坑
1
の
土
塁
基
底
部
の
赤
土
層
か
ら
、
小
柄

と
考
え
ら
れ
る
鉄
器
が
1
点
出
土
し
ま
し
た
。
先
端

部
が
僅
か
に
欠
け
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
す
。

出
土
層
は
土
塁
築
造
時
の
層
で
す
か
ら
、
城
の
廃
絶

（
文
献
記
録
で
は
一
五
世
紀
後
半
）
前
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
全
体
が
錆
に
覆

わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
な
形
が
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
。
断
面
を
観
察
す
る
と
一
方
に
刃
が
あ
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。
現
存
長
さ
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
同
じ
く
室
町
時
代
の
も
の
で
は
、
八
王
子
市
八

王
子
城
跡
、
葛
飾
区
葛
西
城
跡
で
出
土
し
た
も
の
と

比
べ
る
と
反
り
が
大
き
く
小
形
の
も
の
で
す
。

他
に
、
試
掘
坑
2
か
ら
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と

し
て
、
灰
軸
・
黒
粕
陶
器
、
常
滑
焼
の
破
片
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
黒
靴
陶
器
は
天
目
茶
碗
の
底
の
破
片

で
、
粕
が
厚
く
、
発
色
も
良
い
も
の
で
す
。
輸
入
品

と
考
え
ら
れ
、
当
時
で
も
か
な
り
の
高
級
品
で
す
。

武
具
や
陶
磁
器
類
の
出
土
は
、
生
活
の
場
で
あ
っ

た
証
拠
と
な
り
、
屋
敷
が
防
御
拠
点
で
あ
る
部
内
に

あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
島

氏
の
財
力
が
偲
ば
れ
る
な
ど
、
多
く
の
成
果
と
と
も

に
、
今
後
解
明
す
べ
き
問
題
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

小　　柄

石
神
井
城
　
石
神
井
川
流
域
を
支
配
し
て
い
た
豊
島

氏
の
城
で
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
太
田
道
連
に

攻
め
ら
れ
落
城
し
た

土
塁
　
土
を
盛
り
上
げ
た
防
御
の
土
壁

小
柄
　
刀
の
鞠
等
に
付
属
す
る
小
さ
な
刀
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第1
亙れ
04
号ま
発の
割え
に仏

寺財
ゼし

て

丈
化
身
の
選
句
そ
し
て

平
成
三
一
年
の
新
春
を
迎
え
て
「
ね
り
ま
の

文
化
財
」
も
い
よ
い
よ
五
〇
号
の
発
刊
と
な
り

ま
し
た
。
昭
和
六
三
年
四
月
文
化
財
保
護
推
進

員
制
度
が
発
足
し
、
同
年
七
月
に
第
一
号
が
創

刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
文
化
財
を
保
護
し
永
く
保
存
し
て
い

く
た
め
に
資
料
」
知
識
、
お
知
ら
せ
等
を
内
容

と
し
た
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
で
、
年
数
回
の
発
行

で
す
。
今
回
、
五
〇
号
の
発
刊
に
際
し
ま
し
て
、

私
が
担
当
す
る
文
化
財
巡
回
地
区
（
石
神
井
台
、

閑
町
、
立
野
町
）
に
あ
る
寺
院
、
神
社
、
民
家
、

路
傍
の
石
造
物
等
に
つ
い
て
、
過
去
十
三
年
間

の
主
な
出
来
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

平
成
元
年
　
千
川
上
水
の
清
流
復
活
。

平
成
四
年
　
閑
町
の
法
融
寺
本
堂
改
築
工
事
完

成
。
石
神
井
の
氷
川
神
社
社
殿
屋
根
茸
替
工
事
、

幣
殿
・
本
殿
の
新
築
工
事
完
成
♪
閑
町
の
竹
下

稲
荷
神
社
玉
垣
完
成
。
天
祖
若
宮
八
幡
宮
社
殿

の
屋
根
薫
香
工
事
完
成
。

平
成
五
年
　
石
神
井
の
氷
川
神
社
瑞
垣
完
成
。

三
宝
寺
大
師
堂
移
築
し
奥
之
院
と
な
る
。

平
成
六
年
　
農
家
の
屋
敷
林
で
閑
町
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
大
ケ
ヤ
キ
と
土
蔵
が
一
つ
消
え
、
ま
ち

の
景
観
が
一
変
し
た
。

平
成
八
年
　
本
立
寺
の
客
殿
、
庫
裡
の
新
築
工

事
完
成
。
道
場
寺
の
客
殿
、
庫
裡
の
新
築
工
事

完
成
。
三
宝
寺
の
大
塔
新
築
工
事
完
成
。

平
成
九
年
　
三
宝
寺
墓
地
内
に
石
造
十
一
面
観

音
菩
薩
像
が
建
立
さ
れ
た
。

平
成
二
年
　
竹
下
稲
荷
神
社
の
社
殿
に
向
拝

増
築
。
閑
町
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
校
に
あ
る
昭
和

初
期
の
洋
風
建
築
旧
聖
堂
と
シ
ス
タ
ー
館
が
老

朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
た
。
関
町
に
残
っ
て

い
た
数
少
な
い
土
蔵
が
ま
た
一
棟
消
え
た
。
関

町
で
は
昭
和
二
〇
年
代
以
降
、
十
棟
以
上
の
土

蔵
が
消
え
て
い
る
。

平
成
一
二
年
　
本
立
寺
の
鐘
楼
完
成
、
除
夜
の

鐘
の
初
打
ち
が
行
わ
れ
た
。

以
上
の
は
か
に
初
午
、
百
万
遍
念
仏
、
閑
の

ポ
ロ
市
等
毎
年
民
間
行
事
が
続
い
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
推
進
員
は
発
足
時
は
八
名
で
し

た
が
、
現
在
は
一
二
名
で
区
内
の
地
域
を
分
担

し
て
文
化
財
保
護
活
動
を
常
時
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
こ
れ
か
ら
も
お
倣

い
し
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
推
進
員
　
井
　
口
　
敏
）

☆
　
　
　
　
　
　
　
☆

正
風
と
郷
土
を
つ
な
ぐ
も
の

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
建
物
が
建
っ
て
い
る

所
が
、
五
年
前
に
は
ど
ん
な
場
所
だ
っ
た
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？
十
年
前
は
？
五
十
年
前

は
？
百
年
前
は
？
千
年
前
は
？
・
・
・

ね
り
ま
の
ど
こ
か
に
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら

先
祖
代
々
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
族
の
方
で

も
、
長
い
歴
史
と
比
べ
れ
ば
、
つ
い
最
近
の
こ

と
し
か
わ
か
ら
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
も
の
で
、
世
の
中
に

は
、
地
域
の
過
去
の
歴
史
を
「
見
て
き
た
よ
う

に
」
ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
地
域
の
歴
史
（
郷
土
史
な
ど
と
い
い
ま

す
）
を
研
究
さ
れ
た
り
学
習
さ
れ
た
方
々
で
す
。

プ
ロ
の
研
究
者
、
社
会
科
の
先
生
、
ア
マ
チ
ュ

ア
の
郷
土
史
研
究
家
な
ど
な
ど
。
元
々
地
元
の

方
や
、
そ
う
で
な
い
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。

ど
の
よ
う
な
分
野
で
も
そ
う
い
う
傾
向
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
が
、
一
人
の
能
力
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
る
分
野
を
究
め
る
こ
と
と
、

そ
の
分
野
の
知
識
を
広
く
世
の
中
に
普
及
す
る

こ
と
は
、
な
か
な
か
両
立
し
に
く
い
も
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
が
郷
土
の
歴
史
な
ど
の
記
念
物

の
一
部
で
あ
る
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る
場
合

に
は
、
特
別
に
研
究
・
勉
強
さ
れ
て
い
る
方
々

の
探
究
が
進
む
よ
う
に
し
な
が
ら
、
そ
の
成
果

を
納
税
者
で
あ
る
区
民
に
還
元
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
ね
り
ま
の
文
化
財
」
の
刊
行
を
始
め
た
時

期
は
、
練
馬
区
で
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
、

文
化
財
保
護
審
議
会
が
発
足
し
た
後
に
あ
た
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
条
例
が
な
く
と
も
保
護
活

動
は
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
国
の
法

律
や
都
の
条
例
な
ど
に
基
づ
い
た
ご
く
一
部
の

文
化
財
の
保
護
・
保
存
か
ら
、
名
実
共
に
練
馬

区
の
郷
土
の
文
化
財
の
保
護
に
踏
み
出
し
た
時

期
に
あ
た
り
ま
す
。

指
定
文
化
財
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
段
と
も

い
え
る
「
登
録
制
度
し
に
よ
っ
て
、
文
化
財
の

す
そ
野
は
一
気
に
拡
が
り
ま
し
た
。
こ
の
十
二

年
程
の
間
に
、
百
二
十
件
を
超
え
る
文
化
財
が

区
の
登
録
、
指
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
時
代
を
迎
え
て
、
「
ね
り
ま
の

文
化
財
」
が
区
民
と
行
政
そ
し
て
郷
土
の
歴
史

を
研
究
・
学
習
す
る
方
々
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し

て
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

（
創
刊
～
一
四
号
の
編
集
担
当
／
高
橋
　
洋
）
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「
ね
り
ま
の
文
化
財
」
五
〇
号
の
発
刊
に
あ
た
り
、

お
二
人
の
方
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
　
　
文
化
財
係

4
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